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2023 年 1 月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向等を踏まえ、2022 年 3 月 14 日に公表いたしました 2023 年１月期（2022 年２月１日～

2023 年１月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2023 年１月期通期業績予想の修正（2022 年２月１日～2023 年１月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

      6,600  780         780         540       40.27 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 
     

6,210 600 645 448 33.41 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 
     

△390 △180 △135 △92 － 

増 減 率 （％） 
     

△5.9 △23.1 △17.3 △17.0 － 

（ご参考）前期実績 
6,484 708 714 496 36.93 

（2022 年１月期通期） 

 

２.修正の理由 

2023 年１月期の通期業績予想につきましては、売上高は在宅勤務・テレワークの導入及びサイ

バーセキュリティ対策の増加により、当社製品やソリューションに対する需要は引き続き堅調であ

るものの、クラウドインフラ事業において、サーバやストレージの半導体供給問題に起因する納期

遅延などの影響もあり、上期の実績値を踏まえ、通期の売上高を下方修正いたします。 

利益面では、自社製品である「Resalio Lynx」のユーザ数及び「リモート PC アレイ」の出荷も堅

調に伸びており、自社製品による利益増加は続いております。また、仮想デスクトップ案件も引き

続き増加傾向であります。一方、急激な円安によるコスト増により利益率が低下しており、引き続

きこの傾向が継続する見通しのため、上期の実績値を踏まえ、通期の利益を下方修正いたします。  

当社としましては、コスト削減に取り組みつつ、コスト増の価格転嫁に取り組んでおり、早期に

利益成長へ回復すべく取り組んでまいります。 

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は様々

な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


